
名寄市立病院医誌 (2007.07) 15巻1号:26～28.

腟原発の明細胞腺癌の1例
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写真３Papanicolaou染色 写真４膣壁腫瘍組織診

考察 卵円形で核縁の肥厚をみとめない，クロマチンパ

ターンは細穎粒状で密に均等分布，核小体は大型

明瞭で形状は円形で単一が主体，細胞質は豊富で

類粒状～淡明，硝子様物質の出現をみとめたが

hobnail細胞の出現をみとめず腺癌の推定はまで

はできたが，組織型の診断まではできなかった。

今症例のように未経産の場合は膣鏡診で十分視

野がとれず，子宮膣部細胞診よび子宮体部細胞診

での膣壁腫瘍と同様の異型細胞がみとめられた．

細胞診採取時，未経産のため視野が取りずらかつ

ただけでなく膣癌が進展して伸展が不良になった

ことがcontaminationの原因に－つと思われた．ま

た逆に子宮膣部細胞診で子宮頚部腺癌をうたがっ

たときは，膣癌も考慮にいれる必要があると考え

膣の腺癌には本来腺組織はなく，大部分は転移

性で原発性のものは迷入腺組織あるいはミュラー

管またはガルトナー管由来とされている．米国で

は1970年頃かdiethylstilbestrolDES)などの合成

非ステロイド系エストロゲン製剤を胎児期に子宮

内暴露うけた若年女`性の多くに明細胞腺癌が報告

された(3)．しかし，本邦ではDESは流産防止目

的で使用されなかったため，非常に稀な疾患であ

る．

細胞診での明細胞腺癌の特徴を観察すれば診断

も可能との報告がある(4)．しかし今回の症例の

おいては，裸核状腫瘍細胞の出現，核形は円形～

２７ 




	cover
	2010年08月20日15時57分27秒



